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月
28
日
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

　
　

ッ
ト
推
進
町
民
会
議
（
会
長
・

長
崎
良
夫
町
長
）
の
9
回
目
の
会
議

が
、
各
団
体
の
代
表
約
50
人
が
出
席

し
て
、
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
事
業
の
目
的
を
達
成
し
た
と

し
て
、
1
年
余
り
の
活
動
の
総
括
を

行
い
、
同
会
議
の
解
散
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

同
会
議
は
、
昨
年
6
月
28
日
に
町

内
42
団
体
に
よ
り
発
足
。
「
総
務
・

企
画
部
会
」
、
「
観
光
・
イ
ベ
ン
ト

部
会
」
、
「
環
境
・
美
化
部
会
」
、

「
広
報
・
記
録
部
会
」
の
4
つ
の
専

門
部
会
を
設
置
し
、
開
催
準
備
の
体

制
を
整
え
、
洞
爺
湖
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
長
崎
町
長
が
「
サ
ミ

ッ
ト
が
成
功
に
終
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
ご
尽
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
挨
拶
。

　

続
い
て
の
総
括
で
は
、
「
議
長
国

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
世
界
的
に

高
い
評
価
を
得
ら
れ
た
」
と
サ
ミ
ッ

ト
全
体
を
振
返
り
、
「
サ
ミ
ッ
ト
期

間
中
、
不
自
由
を
感
じ
さ
せ
な
い
お

も
て
な
し
の
取
組
み
を
一
丸
と
な
っ

て
実
施
し
た
」
「
町
民
の
意
識
の
中

に
、
大
き
な
達
成
感
加
え
『
自
信
と

誇
り
』
と
言
う
、
貴
重
な
心
の
資
産

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
積
極
的
に
評
価
し

ま
し
た
。

 

今
後
の
活
動
し
て
は
、
広
報
・
記

録
部
会
の
構
成
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す

　　

 

月
29
日
、
安
倍
前
首
相
が
来
町

　
　

し
、
洞
爺
湖
温
泉
に
設
置
し
て

あ
る
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
宣

言
の
地
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
訪
れ
ま

る
サ
ミ
ッ
ト
開
催
記
念
記
録
誌
作
成

委
員
会
（
仮
称
）
を
組
織
し
て
、
記

念
記
録
誌
を
作
成
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。

　

同
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
サ
ミ
ッ
ト

後
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
し
て
、
正
式
名

称
を
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　

と
発
表
し
た
地

　
　
　
　
　
　
　
　

に
建
立
。
モ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　

ュ
メ
ン
ト
に
書

　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ
た
「
北
海

　
　
　
　
　
　
　
　

道
洞
爺
湖
サ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
ト
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　

字
は
、
同
サ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
ト
の
名
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　

親
と
も
い
う
べ

　
　
　
　
　
　
　
　

き
安
倍
前
首
相

　
　
　
　
　
　
　
　

の
直
筆
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
首
相
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
恵
夫
人
と
母

　
　
　
　
　
　
　
　

親
の
洋
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

を
伴
い
会
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　

入
る
と
、
長
崎

良
夫
町
長
ら
関
係
者
の
熱
烈
な
歓
迎

を
受
け
、
自
分
で
揮
毫(

き
ご
う)

し

た
同
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
じ
っ
と
眺
め
、

感
慨
深
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
ま
し

た
。

　

安
倍
前
首
相
は
、
「
モ
ダ
ン
な
形

で
び
っ
く
り
し
た
」
と
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
（
洞
爺

湖
は
）
環
境
と
自
然
が
素
晴
ら
し
い
。

サ
ミ
ッ
ト
の
場
所
と
し
て
は
最
高
の

場
所
。
」
と
サ
ミ
ッ
ト
を
振
返
り
ま

し
た
。

　

会
場
を
移
し
て
の
懇
談
会
で
は
、

長
崎
町
長
が
「
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
が
、

周
辺
市
町
村
に
と
っ
て
、
こ
の
上
の

な
い
喜
び
で
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
」
と
当
地
を
決
断
し
た
前

首
相
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

安
倍
前
首
相
か
ら
は
「
京
都
か
洞

爺
湖
か
で
最
後
ま
で
論
議
が
あ
り
、

京
都
と
の
声
が
大
き
か
っ
た
が
、
環

境
が
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
で
、
北
海

道
で
の
開
催
を
決
断
し
た
」
と
決
定

に
至
る
ま
で
の
裏
話
を
披
露
し
、
「
日

本
の
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
地
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
今
後
の
期
待

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
本
邦
彦
道
副
知
事
、
神
戸
典
臣

道
議
、
地
元
首
長
ら
と
終
始
和
や
か

な
中
で
、
約
1
時
間
の
懇
談
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

８

  サミット町民会議解散へ  サミット町民会議解散へ　

「自信と誇り」という資産残す「自信と誇り」という資産残す

  サミット町民会議解散へ　

「自信と誇り」という資産残す

安
倍
前
首
相

　
　

サ
ミ
ッ
ト
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
訪
問

 　
　

洞
爺
湖
開
催
の
決
断
は
正
し
か
っ
た

８

解散を決めた第9回サミット推進町民会議解散を決めた第9回サミット推進町民会議解散を決めた第9回サミット推進町民会議

完成したモニュメントを見つめる安倍前首相完成したモニュメントを見つめる安倍前首相完成したモニュメントを見つめる安倍前首相

























   
   
 

   
    

  
        

   
 










